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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
世
界
中
に
蔓
延
し
、
第
三
次
世
界
大
戦
と
も

比
喩
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
３
月
末
に
感
染
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
様
々
な
活
動

の
自
粛
や
施
設
・
店
舗
の
休
業
要
請
等
の
措
置
が
取
ら
れ
、
医
療
体
制
の
維

持
や
健
康
へ
の
不
安
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
済
的
に
も
大
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。

県
議
会
自
民
党
議
員
会
で
は
、
２
月
定
例
会
が
閉
会
し
た
３
月
下
旬
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
特
化
し
て
、
各
業
界
や
関
係
団
体
等
か
ら
の
意
見
集
約

や
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
富
山
大
学
の
感
染
症
専
門
医
で
あ
る
山
本

善
裕
教
授
や
前
国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
疫
学
セ
ン
タ
ー
長
で
県
衛
生
研
究

所
の
大
石
和
徳
所
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
特
徴
や
今
後
予
想
さ
れ
る
流
行
曲
線
等
の
疫
学
情
報
に
つ
い
て
、
講

義
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

政
府
は
、
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
の
も
と
、
５
月
１４
日
付
で
富
山
県
を

は
じ
め
、
全
国
３９
県
の
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
を
し
ま
し
た
が
、
前
述
の
先

生
方
の
講
義
に
よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る
こ
と
は
考
え
に

く
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
第
２
波
、
第
３
波
と
繰
り
返
し
な
が
ら
、
徐
々
に

感
染
ピ
ー
ク
の
山
を
低
く
し
、
開
発
が
急
が
れ
る
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
を
活

用
し
な
が
ら
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
長
く
付
き
合
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
基
準
を
設
け
て
、
感
染
数
や
感
染
経
路
等
の
確
認
状
況
に
よ
り
、

段
階
的
に
自
粛
を
緩
和
し
て
い
く
方
針
で
す
が
、
状
況
が
悪
化
す
れ
ば
、
す

ぐ
さ
ま
警
戒
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
緊
急
事
態
宣
言
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
長
丁
場
に
な

る
こ
と
を
念
頭
に
、
個
人
で
で
き
る
対
策
は
継
続
し
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
県
民
一
致
団
結
し
て
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
私
の
仕
事
の
ス
タ
イ

ル
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

初
当
選
時
か
ら
「
現
場
主
義
」
を
掲
げ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、

戦
い
の
最
前
線
で
あ
り
、
最
大
の
困
難
を
極
め
て
い
た
医
療
機
関

や
介
護
施
設
等
へ
足
を
運
び
、
直
接
、
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
歯
が
ゆ
い
思
い
で
す
。

誰
し
も
が
感
染
し
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
ウ
イ
ル
ス
を
運
び
、
身

近
な
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
た
と

き
、
不
用
意
に
行
動
す
る
こ
と
は
現
に
慎
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、

様
々
な
状
況
を
把
握
し
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
予
想
以
上
に

難
し
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
会
議
の
在
り
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
会
派

の
勉
強
会
や
そ
の
他
打
ち
合
わ
せ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
抵
抗
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
利
用
し
て
み
る
と
、
意
外
と
悪
く
な
い

も
の
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
並
み
に
便
利

な
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
怪
我
の
功

名
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

政
府
は
、
全
国
一
律
の
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
す
る
前
提
と
し

て
、
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
に
よ
り
、
私
た
ち
の
会
議
の
在
り
方
も
徐
々

に
変
化
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
職
場
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
歩
み

の
遅
か
っ
た
働
き
方
改
革
の
流
れ
が
出
来
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ
と
と
も
に
）
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
（
コ

ロ
ナ
終
息
後
）
と
い
う
言
葉
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
、
社
会
の
在
り
方
も
大
き
な
変

化
の
真
最
中
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
１０
年
後
２０
年
後
を
見
据
え

た
舵
取
り
は
、
い
よ
い
よ
困
難
を
極
め
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

新
し
い
時
代
の
節
目
に
当
事
者
と
し
て
立
ち
会
え
る
こ
と
は
、
政

策
づ
く
り
の
良
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホ
ームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

６月議会では、６月16日（火）15：20頃
一般質問いたします。

令
和
２
年
　
４
月
臨
時
議
会
 
４
月
28
日

令
和
２
年
　
４
月
臨
時
議
会
　
４
月
28
日

令
和
２
年
度
４
月
補
正
予
算
で

要
望
が
実
現
し
た
主
な
事
業
（
一
部
抜
粋
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
用
と
し
て
、

総
額
３
５
５
億
６
０
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
を
審

議
。
即
日
、
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
民
党
議
員
会
と
し
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
不
当
な
差

別
、
風
評
被
害
の
防
止
に
関
す
る
決
議
（
案
）
」
を

提
出
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

＊
医
療
機
関
用
マ
ス
ク
の
配
備

　
（
医
療
機
関
用
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
、
Ｎ
９５
マ
ス

ク
の
県
一
括
購
入
・
配
布
）

＊
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
等
の
機
能
向
上
緊
急
対
策

　
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
体
採
取
用
テ
ン
ト
や
外
来
プ

レ
ハ
ブ
等
の
設
備
整
備
支
援
）

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
等
の
入
院
病

床
の
確
保

＊
ア
ビ
ガ
ン
増
産
緊
急
支
援

＊
県
民
向
け
マ
ス
ク
購
入
券
の
配
布

＊
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
お
け
る
民
間
検
査
機
関
分
の
自
己

負
担
額
の
公
費
負
担

＊
厚
生
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
等
の
強
化

＊
小
学
校
の
休
校
に
伴
う
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
へ

の
支
援

＊
遠
隔
授
業
実
施
の
た
め
の
環
境
整
備

＊
特
別
支
援
学
校
小
中
等
部
の
児
童
・
生
徒
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
一
人
一
台
配
布

＊
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
へ
の
三
年
間
実
質
無
利

子
・
無
担
保
融
資
制
度
の
創
設

＊
休
業
要
請
等
に
係
る
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ

の
協
力
金

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
雇

止
め
や
被
解
雇
者
等
を
対
象
と
し
た
臨
時
雇
用

＊
生
活
福
祉
資
金
貸
付
原
資
の
増
額

＊
家
計
が
急
変
し
た
世
帯
の
高
校
生
に
対
す
る
教
育

負
担
支
援
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令
和
２
年
２
月
定
例
会
 
予
算
特
別
委
員
会
　
３
月
13
日（
一
部
抜
粋
）

令
和
２
年
２
月
定
例
会
　
予
算
特
別
委
員
会
　
３
月
13
日（
一
部
抜
粋
）

富
山
児
童
相
談
所
の
複
合
拠
点
化
に
つ
い
て

県
立
学
校
に
お
け
る
人
づ
く
り
に
つ
い
て

本
県
の
米
政
策
に
つ
い
て

Ｑ．
他
県
の
状
況
や
県
内
の
子
ど
も
の
人
口
分
布
を
踏
ま
え
て
も
、
県
が
責
任
を

持
っ
て
富
山
児
童
相
談
所
を
複
合
拠
点
化
す
べ
き
で
あ
り
、
整
備
計
画
の
議

論
を
早
急
に
始
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展
望
を
問
う
。

Ｑ．
15
歳
以
下
の
子
ど
も
の
県
内
の
分
布
（
呉
西
４
万
９
千
人
、
富
山
市
５
万
人
、

富
山
市
以
外
の
呉
東
２
万
２
千
人
）
を
踏
ま
え
て
県
全
体
を
見
た
場
合
、
先

述
の
３
案
目
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
県
立
高
校
の
職
業
科
は
、
一
層
の
県
内
産
業
へ
の
人
材
供
給
に
努
め
る
責
務

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
県
内
の
高
卒
者
に
対
す
る
求
人
状
況
や
企
業

側
か
ら
見
た
人
材
確
保
率
の
現
状
も
踏
ま
え
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
普
通
科
は
進
学
を
前
提
に
学
力
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
職

業
科
は
地
域
産
業
へ
の
人
材
供
給
が
目
標
で
あ
る
。
本
来
の
目
的
を
達
成
し

て
は
じ
め
て
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
・
目
的
を
再

認
識
し
、
評
価
基
準
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ｑ．
職
業
科
で
学
ん
だ
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
関
連
分
野
へ
の
就
職
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
目
標
を
設
定
し
、
現
状
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

児
童
相
談
所
の
老
朽
化
や
狭
隘
化
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
議
会
質
問
等
を
受
け
、

県
は
、
令
和
２
年
度
の
予
算
案
に
て
、
ま
ず
は
高
岡
児
童
相
談
所
の
移
転
新
築
の

意
向
を
表
明
し
た
。

一
方
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
や
児
童
心
理
治
療
施
設
機
能
等
の
複
合
拠
点
化
を

求
め
て
い
る
富
山
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
は
、
国
が
中
核
市
児
童
相
談
所
の
設
置

を
促
進
し
て
い
る
こ
と
等
を
受
け
、
県
は
富
山
市
の
動
向
を
注
視
す
る
と
し
て
い

た
が
、
先
日
の
市
議
会
で
、
市
で
の
設
置
は
今
後
も
適
切
で
は
な
く
、
県
が
富
山

児
童
相
談
所
を
新
た
に
建
設
す
る
際
に
は
応
分
の
分
担
金
負
担
や
人
的
協
力
を
す

る
旨
、
答
弁
が
あ
っ
た
。
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Ｑ．
中
学
校
で
の
進
路
指
導
に
お
い
て
、
職
業
科
の
意
義
や
特
性
を
顧
み
る
こ
と

な
く
、
偏
差
値
や
部
活
動
等
、
学
習
内
容
や
将
来
の
職
業
展
望
と
は
異
な
る

観
点
か
ら
職
業
科
へ
の
進
路
指
導
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
こ
の
点

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

Ｑ．
夏
場
の
気
温
上
昇
が
進
め
ば
、
高
品
質
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
は
ま
す
ま
す

難
し
く
な
る
。
い
ち
早
く
富
富
富
の
栽
培
体
系
を
確
立
し
、
将
来
的
に
は
主

力
品
種
を
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
富
富
富
へ
転
換
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
生

産
拡
大
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展
望
を
問
う
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
暑
さ
に
弱
く
、
出
穂
後
20
日
間
の
平
均
気
温
が
27
℃
以
上
に
な

る
と
、
米
が
白
く
濁
る
白
未
熟
粒
が
多
く
発
生
す
る
等
、
品
質
低
下
に
繋
が
る
。

令
和
元
年
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
一
等
米
比
率
は
、
猛
暑
の
影
響
で
83．
２
％
と
、

過
去
５
年
間
で
最
も
低
く
な
っ
た
。
近
年
の
災
害
級
猛
暑
に
よ
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
栽
培
適
地
は
東
北
地
方
ま
で
北
上
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
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例
え
ば
、
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
や
働
き
方
改
革
の
一
環

に
よ
り
、
教
員
の
指
導
か
ら
外
部
の
部
活
動
指
導
員
へ
と
シ
フ
ト
さ
れ
て
お
り
、

今
後
一
層
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
部
活
動
の
指
導
者
を
進
路
選

択
の
理
由
と
す
る
こ
と
は
、
県
教
育
委
員
会
が
学
校
運
営
の
観
点
か
ら
定
め
る
教

員
の
異
動
方
針
、
「
教
員
の
同
一
校
へ
の
連
続
勤
務
年
数
は
原
則
10
年
ま
で
」
と

の
規
定
に
則
っ
た
異
動
に
よ
り
、
進
路
選
択
時
の
希
望
を
全
う
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
。
本
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、
学
習
内
容
や
生
徒
の
将
来
展
望
の
観
点
か
ら

進
路
指
導
す
べ
き
。

Ｐ
I
C
K 

U
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Ａ．
教
育
長

職
業
科
で
は
、
関
連
分
野
へ
の
就
職
に
関
す
る
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
て
い
な

い
。県

教
育
委
員
会
に
よ
る
「
卒
業
後
の
状
況
調
査
」
で
は
、
昨
年
３
月
に
県
立
高
校
職

業
科
を
卒
業
生
の
う
ち
、
関
連
の
あ
る
分
野
へ
就
職
し
た
者
の
割
合
は
３５．
６
％
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
進
学
し
て
い
る
卒
業
生
が
４８．
２
％
お
り
、
そ
の
う
ち
、
関
連
分
野

の
進
学
者
が
約
５
割
程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
関
連
分
野
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
一
定
程
度
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

生
徒
一
人
一
人
の
能
力
や
特
性
、
希
望
な
ど
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
生
徒
本
人
の
将
来
の
夢
や
目
標
、
目
指
す
職
業
や
資
格

取
得
な
ど
を
確
か
め
な
が
ら
、
個
別
懇
談
や
三
者
面
談
を
重
ね
、

「
行
け
る
学
校
よ
り
自
分
が
行
き
た
い
学
校
」
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
し
、
本
人
及
び
保
護
者
が
納
得
で
き
る
進
学

先
を
決
定
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
校
入
学
後
に
自
分
の
思
い
と
は
違
う
学
校
や
学
科
を
選
択

し
た
と
思
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
進
路
担
当
教
員
に
対
し
て
、

生
徒
が
将
来
の
夢
や
職
業
を
描
き
な
が
ら
、
主
体
的
に
進
路
選

択
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
進
路
指
導
の
在
り
方
を
周
知
し
た
い
。

近
年
、
生
徒
の
進
路
選
択
が
多
様
化
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
職
業
科
に
お
い
て
進
学

を
目
指
す
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
普
通
科
に
お
い
て
も
就
職
等
を
目
指
す
生
徒
が
多
く

見
ら
れ
、
実
態
と
し
て
は
、
学
科
に
よ
る
明
確
な
区
分
が
難
し
い
状
況
が
あ
る
と
も
聞

い
て
い
る
。

各
学
校
に
は
、
自
ら
設
定
し
た
評
価
の
基
準
に
照
ら
し
て
、
当
該
学
校
で
の
教
育
内

容
等
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒
が
希
望
す
る
進
路
実
現
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
整
備
や
そ
の
水
準
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

Ａ．
知
　

事

今
後
の
富
山
児
童
相
談
所
の
整
備
方
法
と
し
て
は
、
国
が

推
奨
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
核
市
も
児
童
相
談
所
を
設
置
す

る
か
、
引
き
続
き
富
山
市
を
含
め
、
県
東
部
全
体
を
管
轄
す

る
児
童
相
談
所
を
県
で
整
備
す
る
か
、
県
と
富
山
市
が
共
同

又
は
役
割
分
担
し
な
が
ら
施
設
を
整
備
す
る
、
と
い
っ
た
３

通
り
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
改
め
て
、
富
山
市
の
ほ
か
県
東
部
の
市
町
村
の
考

え
や
、
有
識
者
、
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
、
委
員
の
意
見

や
幅
広
い
県
民
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
更
に
丁
寧
に
検
討
し

た
い
。

Ａ．
知
　

事

委
員
の
指
摘
も
十
分
あ
り
得
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
富
山
市
の
意
見
や
他
の
市
町

村
の
要
望
も
よ
く
聞
き
、
委
員
の
熱
意
あ
る
話
も
念
頭
に
置
い
て
進
め
た
い
。

Ａ．
知
　

事

「
富
富
富
」
の
中
長
期
的
な
作
付
方
針
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
と
し
て
、
将
来
的
に

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
替
わ
る
中
生
の
主
力
品
種
と
し
て
位
置
付
け
る
、
ま
た
は
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
と
の
両
立
を
図
る
等
の
方
策
が
想
定
さ
れ
る
が
、今
後
の
市
場
評
価
や
生
産
者
等

の
意
見
も
十
分
に
踏
ま
え
、「
富
富
富
」戦
略
推
進
会
議
で
十
分
に
議
論
、
検
討
し
た
い
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
中
で
、
品
質
確
保
が
よ

り
難
し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
「
富
富
富
」
が
将
来
的
に
は
中
生

の
主
力
品
種
と
し
て
富
山
米
を
牽
引
す
る
品
種
と
な
り
得
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
高
品

質
な
生
産
の
確
保
と
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
努
め
た
い
。

Ａ．
知
　

事

農
業
・
工
業
な
ど
の
地
域
経
済
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
高
校
の
職
業
科
で
は
、
社

会
や
産
業
界
の
変
化
に
応
じ
た
実
践
的
な
教
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
県
内
の
高
卒
者
に
対
す
る
求
人
倍
率
は
高
い
水
準
で
推
移
し
、
直
近
の
令
和

２
年
１
月
末
で
は
２．
８４
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
企
業
側
か
ら
見
た
求
人
充
足
率
は
平

成
３１
年
３
月
末
で
３２．
０
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
将

来
の
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

Ａ．
知
　

事

Ａ．
知
　

事

Ｑ．
県
産
米
の
約
４
割
は
兼
業
農
家
が
栽
培
し
て
お
り
、
米
作
農
家
全
体
の
底
上

げ
の
た
め
に
は
、
兼
業
農
家
の
所
得
向
上
も
必
要
で
あ
る
。
兼
業
農
家
に
お

い
て
も
取
り
組
み
や
す
く
、
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
品
種
の
栽
培
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
今
年
の
作
付
け
か
ら
、
て
ん
た
か
く
が
新
品
種
に
全
量
切
り
替
わ
る
。
早
生

の
中
で
も
新
米
と
し
て
の
流
通
が
早
く
な
る
こ
と
で
価
格
の
向
上
が
見
込
ま

れ
る
上
、
収
量
も
多
く
な
る
た
め
、
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

切
替
え
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
の
か
。

Ａ．
農
林
水
産
部
長

本
県
育
成
の
早
生
品
種
で
あ
る
「
て
ん
た
か
く
」
は
、
北
陸
各
県
が
育
成
し
た
早
生

品
種
の
中
で
も
、
最
も
高
い
一
等
米
比
率
を
維
持
し
、
実
需
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。

一
方
で
、
収
量
性
を
も
っ
と
改
善
し
た
方
が
経
営
的
に
プ
ラ
ス
に
な
る
、
も
う
少
し

早
く
出
荷
・
販
売
し
た
い
等
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
現
地
試
験
の
実

施
や
実
需
者
の
評
価
を
聞
き
な
が
ら
、
「
て
ん
た
か
く
」
の
改
良
に
取
り
組
み
、
令
和

２
年
産
か
ら
全
面
的
に
「
て
ん
た
か
く
８１
」
に
切
替
え
る
。

「
て
ん
た
か
く
８１
」
は
、
「
て
ん
た
か
く
」
の
良
食
味
・
高
品
質
を
維
持
し
つ
つ
、

米
粒
の
充
実
が
良
く
、
屑
米
が
少
な
く
な
り
、
収
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
登

熟
期
が
２
〜
３
日
早
く
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
等
と
の
作
期
分
散
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
販
売
面
に
お
い
て
も
優
位
性
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

富
山
米
の
評
価
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
は
、
小
規
模
農
家
を
含
め
、
す
べ
て
の
農

業
者
に
よ
り
高
品
質
で
食
味
の
良
い
米
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
富
富
富
」
に
つ
い
て
は
、
草
丈
が
短
く
て
作
り
や
す
い
特
徴
が
あ
る
一
方
で
、
特

に
、
小
規
模
農
家
に
と
っ
て
は
、
従
来
か
ら
の
品
種
に
加
え
て
「
富
富
富
」
を
作
付
け

す
る
こ
と
が
非
効
率
で
あ
る
こ
と
や
、
共
同
の
乾
燥
調
製
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
Ｊ

Ａ
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
課
題
が
あ
る
。

た
だ
小
規
模
農
家
を
含
め
意
欲
あ
る
生
産
者
の
輪
が
広
が
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
部
Ｊ
Ａ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
共
同
乾
燥
施
設
の
活
用
な
ど
、
地
域
で
の

生
産
条
件
の
整
備
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
等
と
の
調
整
を
進
め
た
い
。
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令
和
２
年
２
月
定
例
会
 
予
算
特
別
委
員
会
　
３
月
13
日（
一
部
抜
粋
）

令
和
２
年
２
月
定
例
会
　
予
算
特
別
委
員
会
　
３
月
13
日（
一
部
抜
粋
）

富
山
児
童
相
談
所
の
複
合
拠
点
化
に
つ
い
て

県
立
学
校
に
お
け
る
人
づ
く
り
に
つ
い
て

本
県
の
米
政
策
に
つ
い
て

Ｑ．
他
県
の
状
況
や
県
内
の
子
ど
も
の
人
口
分
布
を
踏
ま
え
て
も
、
県
が
責
任
を

持
っ
て
富
山
児
童
相
談
所
を
複
合
拠
点
化
す
べ
き
で
あ
り
、
整
備
計
画
の
議

論
を
早
急
に
始
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展
望
を
問
う
。

Ｑ．
15
歳
以
下
の
子
ど
も
の
県
内
の
分
布
（
呉
西
４
万
９
千
人
、
富
山
市
５
万
人
、

富
山
市
以
外
の
呉
東
２
万
２
千
人
）
を
踏
ま
え
て
県
全
体
を
見
た
場
合
、
先

述
の
３
案
目
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
県
立
高
校
の
職
業
科
は
、
一
層
の
県
内
産
業
へ
の
人
材
供
給
に
努
め
る
責
務

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
県
内
の
高
卒
者
に
対
す
る
求
人
状
況
や
企
業

側
か
ら
見
た
人
材
確
保
率
の
現
状
も
踏
ま
え
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
普
通
科
は
進
学
を
前
提
に
学
力
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
職

業
科
は
地
域
産
業
へ
の
人
材
供
給
が
目
標
で
あ
る
。
本
来
の
目
的
を
達
成
し

て
は
じ
め
て
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
・
目
的
を
再

認
識
し
、
評
価
基
準
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ｑ．
職
業
科
で
学
ん
だ
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
関
連
分
野
へ
の
就
職
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
目
標
を
設
定
し
、
現
状
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

児
童
相
談
所
の
老
朽
化
や
狭
隘
化
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
議
会
質
問
等
を
受
け
、

県
は
、
令
和
２
年
度
の
予
算
案
に
て
、
ま
ず
は
高
岡
児
童
相
談
所
の
移
転
新
築
の

意
向
を
表
明
し
た
。

一
方
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
や
児
童
心
理
治
療
施
設
機
能
等
の
複
合
拠
点
化
を

求
め
て
い
る
富
山
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
は
、
国
が
中
核
市
児
童
相
談
所
の
設
置

を
促
進
し
て
い
る
こ
と
等
を
受
け
、
県
は
富
山
市
の
動
向
を
注
視
す
る
と
し
て
い

た
が
、
先
日
の
市
議
会
で
、
市
で
の
設
置
は
今
後
も
適
切
で
は
な
く
、
県
が
富
山

児
童
相
談
所
を
新
た
に
建
設
す
る
際
に
は
応
分
の
分
担
金
負
担
や
人
的
協
力
を
す

る
旨
、
答
弁
が
あ
っ
た
。

Ｐ
I
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Ｑ．
中
学
校
で
の
進
路
指
導
に
お
い
て
、
職
業
科
の
意
義
や
特
性
を
顧
み
る
こ
と

な
く
、
偏
差
値
や
部
活
動
等
、
学
習
内
容
や
将
来
の
職
業
展
望
と
は
異
な
る

観
点
か
ら
職
業
科
へ
の
進
路
指
導
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
こ
の
点

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

Ｑ．
夏
場
の
気
温
上
昇
が
進
め
ば
、
高
品
質
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
は
ま
す
ま
す

難
し
く
な
る
。
い
ち
早
く
富
富
富
の
栽
培
体
系
を
確
立
し
、
将
来
的
に
は
主

力
品
種
を
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
富
富
富
へ
転
換
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
生

産
拡
大
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展
望
を
問
う
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
暑
さ
に
弱
く
、
出
穂
後
20
日
間
の
平
均
気
温
が
27
℃
以
上
に
な

る
と
、
米
が
白
く
濁
る
白
未
熟
粒
が
多
く
発
生
す
る
等
、
品
質
低
下
に
繋
が
る
。

令
和
元
年
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
一
等
米
比
率
は
、
猛
暑
の
影
響
で
83．
２
％
と
、

過
去
５
年
間
で
最
も
低
く
な
っ
た
。
近
年
の
災
害
級
猛
暑
に
よ
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
栽
培
適
地
は
東
北
地
方
ま
で
北
上
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 
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例
え
ば
、
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
や
働
き
方
改
革
の
一
環

に
よ
り
、
教
員
の
指
導
か
ら
外
部
の
部
活
動
指
導
員
へ
と
シ
フ
ト
さ
れ
て
お
り
、

今
後
一
層
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
部
活
動
の
指
導
者
を
進
路
選

択
の
理
由
と
す
る
こ
と
は
、
県
教
育
委
員
会
が
学
校
運
営
の
観
点
か
ら
定
め
る
教

員
の
異
動
方
針
、
「
教
員
の
同
一
校
へ
の
連
続
勤
務
年
数
は
原
則
10
年
ま
で
」
と

の
規
定
に
則
っ
た
異
動
に
よ
り
、
進
路
選
択
時
の
希
望
を
全
う
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
。
本
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、
学
習
内
容
や
生
徒
の
将
来
展
望
の
観
点
か
ら

進
路
指
導
す
べ
き
。

Ｐ
I
C
K 
U
P
　

Ａ．
教
育
長

職
業
科
で
は
、
関
連
分
野
へ
の
就
職
に
関
す
る
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
て
い
な

い
。県

教
育
委
員
会
に
よ
る
「
卒
業
後
の
状
況
調
査
」
で
は
、
昨
年
３
月
に
県
立
高
校
職

業
科
を
卒
業
生
の
う
ち
、
関
連
の
あ
る
分
野
へ
就
職
し
た
者
の
割
合
は
３５．
６
％
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
進
学
し
て
い
る
卒
業
生
が
４８．
２
％
お
り
、
そ
の
う
ち
、
関
連
分
野

の
進
学
者
が
約
５
割
程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
関
連
分
野
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
一
定
程
度
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

生
徒
一
人
一
人
の
能
力
や
特
性
、
希
望
な
ど
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
生
徒
本
人
の
将
来
の
夢
や
目
標
、
目
指
す
職
業
や
資
格

取
得
な
ど
を
確
か
め
な
が
ら
、
個
別
懇
談
や
三
者
面
談
を
重
ね
、

「
行
け
る
学
校
よ
り
自
分
が
行
き
た
い
学
校
」
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
し
、
本
人
及
び
保
護
者
が
納
得
で
き
る
進
学

先
を
決
定
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
校
入
学
後
に
自
分
の
思
い
と
は
違
う
学
校
や
学
科
を
選
択

し
た
と
思
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
進
路
担
当
教
員
に
対
し
て
、

生
徒
が
将
来
の
夢
や
職
業
を
描
き
な
が
ら
、
主
体
的
に
進
路
選

択
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
進
路
指
導
の
在
り
方
を
周
知
し
た
い
。

近
年
、
生
徒
の
進
路
選
択
が
多
様
化
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
職
業
科
に
お
い
て
進
学

を
目
指
す
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
普
通
科
に
お
い
て
も
就
職
等
を
目
指
す
生
徒
が
多
く

見
ら
れ
、
実
態
と
し
て
は
、
学
科
に
よ
る
明
確
な
区
分
が
難
し
い
状
況
が
あ
る
と
も
聞

い
て
い
る
。

各
学
校
に
は
、
自
ら
設
定
し
た
評
価
の
基
準
に
照
ら
し
て
、
当
該
学
校
で
の
教
育
内

容
等
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒
が
希
望
す
る
進
路
実
現
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
整
備
や
そ
の
水
準
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

Ａ．
知
　

事

今
後
の
富
山
児
童
相
談
所
の
整
備
方
法
と
し
て
は
、
国
が

推
奨
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
核
市
も
児
童
相
談
所
を
設
置
す

る
か
、
引
き
続
き
富
山
市
を
含
め
、
県
東
部
全
体
を
管
轄
す

る
児
童
相
談
所
を
県
で
整
備
す
る
か
、
県
と
富
山
市
が
共
同

又
は
役
割
分
担
し
な
が
ら
施
設
を
整
備
す
る
、
と
い
っ
た
３

通
り
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
改
め
て
、
富
山
市
の
ほ
か
県
東
部
の
市
町
村
の
考

え
や
、
有
識
者
、
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
、
委
員
の
意
見

や
幅
広
い
県
民
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
更
に
丁
寧
に
検
討
し

た
い
。

Ａ．
知
　

事

委
員
の
指
摘
も
十
分
あ
り
得
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
富
山
市
の
意
見
や
他
の
市
町

村
の
要
望
も
よ
く
聞
き
、
委
員
の
熱
意
あ
る
話
も
念
頭
に
置
い
て
進
め
た
い
。

Ａ．
知
　

事

「
富
富
富
」
の
中
長
期
的
な
作
付
方
針
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
と
し
て
、
将
来
的
に

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
替
わ
る
中
生
の
主
力
品
種
と
し
て
位
置
付
け
る
、
ま
た
は
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
と
の
両
立
を
図
る
等
の
方
策
が
想
定
さ
れ
る
が
、今
後
の
市
場
評
価
や
生
産
者
等

の
意
見
も
十
分
に
踏
ま
え
、「
富
富
富
」戦
略
推
進
会
議
で
十
分
に
議
論
、
検
討
し
た
い
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
中
で
、
品
質
確
保
が
よ

り
難
し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
「
富
富
富
」
が
将
来
的
に
は
中
生

の
主
力
品
種
と
し
て
富
山
米
を
牽
引
す
る
品
種
と
な
り
得
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
高
品

質
な
生
産
の
確
保
と
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
努
め
た
い
。

Ａ．
知
　

事

農
業
・
工
業
な
ど
の
地
域
経
済
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
高
校
の
職
業
科
で
は
、
社

会
や
産
業
界
の
変
化
に
応
じ
た
実
践
的
な
教
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
県
内
の
高
卒
者
に
対
す
る
求
人
倍
率
は
高
い
水
準
で
推
移
し
、
直
近
の
令
和

２
年
１
月
末
で
は
２．
８４
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
企
業
側
か
ら
見
た
求
人
充
足
率
は
平

成
３１
年
３
月
末
で
３２．
０
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
将

来
の
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

Ａ．
知
　

事

Ａ．
知
　

事

Ｑ．
県
産
米
の
約
４
割
は
兼
業
農
家
が
栽
培
し
て
お
り
、
米
作
農
家
全
体
の
底
上

げ
の
た
め
に
は
、
兼
業
農
家
の
所
得
向
上
も
必
要
で
あ
る
。
兼
業
農
家
に
お

い
て
も
取
り
組
み
や
す
く
、
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
品
種
の
栽
培
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
今
年
の
作
付
け
か
ら
、
て
ん
た
か
く
が
新
品
種
に
全
量
切
り
替
わ
る
。
早
生

の
中
で
も
新
米
と
し
て
の
流
通
が
早
く
な
る
こ
と
で
価
格
の
向
上
が
見
込
ま

れ
る
上
、
収
量
も
多
く
な
る
た
め
、
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

切
替
え
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
の
か
。

Ａ．
農
林
水
産
部
長

本
県
育
成
の
早
生
品
種
で
あ
る
「
て
ん
た
か
く
」
は
、
北
陸
各
県
が
育
成
し
た
早
生

品
種
の
中
で
も
、
最
も
高
い
一
等
米
比
率
を
維
持
し
、
実
需
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。

一
方
で
、
収
量
性
を
も
っ
と
改
善
し
た
方
が
経
営
的
に
プ
ラ
ス
に
な
る
、
も
う
少
し

早
く
出
荷
・
販
売
し
た
い
等
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
現
地
試
験
の
実

施
や
実
需
者
の
評
価
を
聞
き
な
が
ら
、
「
て
ん
た
か
く
」
の
改
良
に
取
り
組
み
、
令
和

２
年
産
か
ら
全
面
的
に
「
て
ん
た
か
く
８１
」
に
切
替
え
る
。

「
て
ん
た
か
く
８１
」
は
、
「
て
ん
た
か
く
」
の
良
食
味
・
高
品
質
を
維
持
し
つ
つ
、

米
粒
の
充
実
が
良
く
、
屑
米
が
少
な
く
な
り
、
収
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
登

熟
期
が
２
〜
３
日
早
く
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
等
と
の
作
期
分
散
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
販
売
面
に
お
い
て
も
優
位
性
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

富
山
米
の
評
価
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
は
、
小
規
模
農
家
を
含
め
、
す
べ
て
の
農

業
者
に
よ
り
高
品
質
で
食
味
の
良
い
米
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
富
富
富
」
に
つ
い
て
は
、
草
丈
が
短
く
て
作
り
や
す
い
特
徴
が
あ
る
一
方
で
、
特

に
、
小
規
模
農
家
に
と
っ
て
は
、
従
来
か
ら
の
品
種
に
加
え
て
「
富
富
富
」
を
作
付
け

す
る
こ
と
が
非
効
率
で
あ
る
こ
と
や
、
共
同
の
乾
燥
調
製
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
Ｊ

Ａ
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
課
題
が
あ
る
。

た
だ
小
規
模
農
家
を
含
め
意
欲
あ
る
生
産
者
の
輪
が
広
が
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
部
Ｊ
Ａ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
共
同
乾
燥
施
設
の
活
用
な
ど
、
地
域
で
の

生
産
条
件
の
整
備
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
等
と
の
調
整
を
進
め
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
世
界
中
に
蔓
延
し
、
第
三
次
世
界
大
戦
と
も

比
喩
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
３
月
末
に
感
染
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
様
々
な
活
動

の
自
粛
や
施
設
・
店
舗
の
休
業
要
請
等
の
措
置
が
取
ら
れ
、
医
療
体
制
の
維

持
や
健
康
へ
の
不
安
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
済
的
に
も
大
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。

県
議
会
自
民
党
議
員
会
で
は
、
２
月
定
例
会
が
閉
会
し
た
３
月
下
旬
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
特
化
し
て
、
各
業
界
や
関
係
団
体
等
か
ら
の
意
見
集
約

や
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
富
山
大
学
の
感
染
症
専
門
医
で
あ
る
山
本

善
裕
教
授
や
前
国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
疫
学
セ
ン
タ
ー
長
で
県
衛
生
研
究

所
の
大
石
和
徳
所
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
特
徴
や
今
後
予
想
さ
れ
る
流
行
曲
線
等
の
疫
学
情
報
に
つ
い
て
、
講

義
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

政
府
は
、
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
の
も
と
、
５
月
１４
日
付
で
富
山
県
を

は
じ
め
、
全
国
３９
県
の
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
を
し
ま
し
た
が
、
前
述
の
先

生
方
の
講
義
に
よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る
こ
と
は
考
え
に

く
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
第
２
波
、
第
３
波
と
繰
り
返
し
な
が
ら
、
徐
々
に

感
染
ピ
ー
ク
の
山
を
低
く
し
、
開
発
が
急
が
れ
る
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
を
活

用
し
な
が
ら
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
長
く
付
き
合
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
基
準
を
設
け
て
、
感
染
数
や
感
染
経
路
等
の
確
認
状
況
に
よ
り
、

段
階
的
に
自
粛
を
緩
和
し
て
い
く
方
針
で
す
が
、
状
況
が
悪
化
す
れ
ば
、
す

ぐ
さ
ま
警
戒
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
緊
急
事
態
宣
言
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
長
丁
場
に
な

る
こ
と
を
念
頭
に
、
個
人
で
で
き
る
対
策
は
継
続
し
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
県
民
一
致
団
結
し
て
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
私
の
仕
事
の
ス
タ
イ

ル
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

初
当
選
時
か
ら
「
現
場
主
義
」
を
掲
げ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、

戦
い
の
最
前
線
で
あ
り
、
最
大
の
困
難
を
極
め
て
い
た
医
療
機
関

や
介
護
施
設
等
へ
足
を
運
び
、
直
接
、
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
歯
が
ゆ
い
思
い
で
す
。

誰
し
も
が
感
染
し
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
ウ
イ
ル
ス
を
運
び
、
身

近
な
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
た
と

き
、
不
用
意
に
行
動
す
る
こ
と
は
現
に
慎
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、

様
々
な
状
況
を
把
握
し
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
予
想
以
上
に

難
し
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
会
議
の
在
り
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
会
派

の
勉
強
会
や
そ
の
他
打
ち
合
わ
せ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
抵
抗
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
利
用
し
て
み
る
と
、
意
外
と
悪
く
な
い

も
の
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
並
み
に
便
利

な
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
怪
我
の
功

名
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

政
府
は
、
全
国
一
律
の
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
す
る
前
提
と
し

て
、
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
に
よ
り
、
私
た
ち
の
会
議
の
在
り
方
も
徐
々

に
変
化
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
職
場
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
歩
み

の
遅
か
っ
た
働
き
方
改
革
の
流
れ
が
出
来
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ
と
と
も
に
）
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
（
コ

ロ
ナ
終
息
後
）
と
い
う
言
葉
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
、
社
会
の
在
り
方
も
大
き
な
変

化
の
真
最
中
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
１０
年
後
２０
年
後
を
見
据
え

た
舵
取
り
は
、
い
よ
い
よ
困
難
を
極
め
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

新
し
い
時
代
の
節
目
に
当
事
者
と
し
て
立
ち
会
え
る
こ
と
は
、
政

策
づ
く
り
の
良
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホ
ームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

６月議会では、６月16日（火）15：20頃
一般質問いたします。

令
和
２
年
　
４
月
臨
時
議
会
 
４
月
28
日

令
和
２
年
　
４
月
臨
時
議
会
　
４
月
28
日

令
和
２
年
度
４
月
補
正
予
算
で

要
望
が
実
現
し
た
主
な
事
業
（
一
部
抜
粋
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
用
と
し
て
、

総
額
３
５
５
億
６
０
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
を
審

議
。
即
日
、
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
民
党
議
員
会
と
し
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
不
当
な
差

別
、
風
評
被
害
の
防
止
に
関
す
る
決
議
（
案
）
」
を

提
出
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

＊
医
療
機
関
用
マ
ス
ク
の
配
備

　
（
医
療
機
関
用
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
、
Ｎ
９５
マ
ス

ク
の
県
一
括
購
入
・
配
布
）

＊
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
等
の
機
能
向
上
緊
急
対
策

　
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
体
採
取
用
テ
ン
ト
や
外
来
プ

レ
ハ
ブ
等
の
設
備
整
備
支
援
）

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
等
の
入
院
病

床
の
確
保

＊
ア
ビ
ガ
ン
増
産
緊
急
支
援

＊
県
民
向
け
マ
ス
ク
購
入
券
の
配
布

＊
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
お
け
る
民
間
検
査
機
関
分
の
自
己

負
担
額
の
公
費
負
担

＊
厚
生
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
等
の
強
化

＊
小
学
校
の
休
校
に
伴
う
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
へ

の
支
援

＊
遠
隔
授
業
実
施
の
た
め
の
環
境
整
備

＊
特
別
支
援
学
校
小
中
等
部
の
児
童
・
生
徒
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
一
人
一
台
配
布

＊
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
へ
の
三
年
間
実
質
無
利

子
・
無
担
保
融
資
制
度
の
創
設

＊
休
業
要
請
等
に
係
る
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ

の
協
力
金

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
雇

止
め
や
被
解
雇
者
等
を
対
象
と
し
た
臨
時
雇
用

＊
生
活
福
祉
資
金
貸
付
原
資
の
増
額

＊
家
計
が
急
変
し
た
世
帯
の
高
校
生
に
対
す
る
教
育

負
担
支
援


